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安全とは

 「①安らかで危険のないこと。平穏無事。②物事
が損傷したり、危害を受けたりするおそれのない
こと。」(出典：広辞苑)

 「人とその共同体への損傷、ならびに人、組織、
公共の所有物に損害がないと客観的に判断され
ること」

 つまり、危険がないこと、被害を受ける可能性が
ないこと

 危険は、具体的に示せるのに対し、安全は「危険
が存在しない」という否定の形でしか表せない

 「～がないこと」を証明することは一般的に難しく
「悪魔の証明」とも言われる
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安全とは

 現時点で、「安全かどうか」は、「危険かどうか」で
しか判断できない。

 つまり、安全＝危険がゼロであることであるが・・
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科学技術分野の「安全」

 科学技術の分野では、「絶対安全」=「危険がゼ
ロ」はあり得ない。(証明できない)

 では、何を持って「安全」と考えるか?
 「人への危害または損傷の可能性が、許容可能
な水準に抑えられている状態」

 「受け入れ不可能な危険性(リスク)が存在しない
こと」
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リスクとは?
 語源

 “Risk”は、海事保険に由来するとされており、語源は、
フランス語のrisque、イタリア語のriscoからきていると
される。これらは、ラテン語の「断崖の間を航海する」
に由来。

 意味

 ある行動に伴って（あるいは行動しないことによって）、
危険に遭う可能性や損をする可能性を意味する概念。
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リスク(危険性)とハザード

 リスク(危険性)は、被害規模と発生確率から決ま
る。

 一例：リスク=被害規模×発生確率

 ハザード

 人や物に障害を与える可能性がある行為、もしくは現
象のこと

 事例

 航空機事故：被害規模大、確率小

 自動車事故：被害規模小、確率大
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リスク(危険性)と被害規模

一件あたりの死者数(人)

年
間
発
生
頻
度(

一
人
以
上
の
死
者)

(

件)

一件あたりの死者数(人)

【1】出典：内閣府原子力委員会ホームページ
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リスクの大きさと安全
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では、どれぐらいのリスクであれば許容可能か

＝どれぐらい危険が少なければ安全といえるか?

【2】出典：いらすとや
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身の回りのリスク

 日常生活を送る中でみなさんが遭遇するリスク
をあげてください。
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リスクの社会的受け止め方の一例
(労働災害を例にして)
 皆さんが以下のように感じる確率(年間当たりの
死亡確率)はどれぐらいでしょうか?

 危険だ

 >10-3～10-4 (千人から一万人に一人)
 危険かもしれないが、あまり気にならない

 <10-5 (十万人に一人)
 気にならない

 <10-6  (百万人に一人)
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許容できるリスクの設定の
考え方の例

 身近なリスクに比べて十分に小さい

 例：航空機落下による巻き添え

 リスクと、得られる利益(ベネフィット)を勘案して
決める

 例：医療、食品、自動車
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許容できるリスクの考え方

 社会情勢や社会の価値観で変化

 例えば、100年前の日本において許容できたリスクと
、現在許容できるリスクは異なる

 もちろん、個人の価値観にもよる
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確率は小さいものの
大きな影響がある場合
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9.11米国テロの後

 多数の米国人は航空機を使用せず、車をかわり
に使用

 このような傾向は約1年間続いた

 この結果、車の事故による死亡が約1600人増加

 この事実は、ほとんど誰にも気づかれなかった

ダンガードナー（2014）, リスクにあなたは騙される, 早川書房をもとに作成



安全と安心
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安全と安心

行為 安全 安心 リスク例

飛行機に乗る 7
たばこを吸う 1
電車に乗る 5
入浴する 6
コーヒーを飲む 4
自家用車を運転する 2
スキーをする 3
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安全と安心

 「安全とは自然科学で証明される客観的事実、
安心とは自ら理解・納得したという主観的事実」
(明治大学理工学部、北野大教授)

 安全と安心は全く別のものである(?)
 安心は個人の考え方や価値観に依存するため、
定量化することが難しい。
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主観的リスクと客観的リスク

 客観的リスク(安全に関係)
 ハザードや発生確率など科学的なデータから推定さ
れた値

 主観的リスク(安心に関係)
 科学的根拠と無関係に恐れたり、危険と感じたりする
もの
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主観的リスクの「もと」は?
(1) よく分からないものや新しいもの
(2) 人工的なもののリスク
(3) 何年か経ってから病気になるもの
(4) 遺伝的影響を後の世代に与えるリスク
(5) 科学的に解明されていないリスク
(6) 異なる情報源から矛盾する情報が伝わる場合
(7) 非自発的なリスク
(8) 不公平に分配されたリスク
(9) 個人的な予防行動では避けられないリスク
(10) 普通でない死に方、苦しみながら死ぬリスク
(11) 見知らない人のリスクよりも、身近な人のリスク

小松秀徳, 杉山大志（2011）, リスク認知バイアスの進化心理学的な解釈, 電力中央研究所をもとに作成
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リスクを伝える難しさ

 一般の人びとのリスク認知には、「恐ろしい」とか
「未知なもの」という判断が非常に影響している。

 一般の人びとのリスク認知は、リスクを「危険有
害性」と「生起確率」の積として評価する専門家
の判断とは異なる。

 一般の人びとが「未知なもの」と判断しているリス
クについて、専門家が「そのリスクが起こる確率
は低い」といくら強調しても、人びとには影響を与
えない場合がある。

 専門家は、人びとが必要としている情報の特徴
を知る必要がある。
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リスクコミュニケーションとは

 定義

 世の中のあらゆる事象には、便益・便利さ（ベネフィッ
ト）とリスクの二面がある。

 そのリスクから人びとを守るために、情報の主な所有
者は、ベネフィットとリスクを人びとに正しく伝え、共に
対応を考える必要がある。

 このように、ポジティブな情報だけでなく、ネガティブな
情報も公正に伝えて、関係者が共に考えるコミュニケ
ーションのことをリスクコミュニケーションという。

 情報が専門家から一方的に伝えられるものではない。
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リスクコミュニケーションが
取り扱う範囲

(1)科学技術
原子力発電、遺伝子組み換え、放射線、食品

(2)環境問題
ゴミ焼却場、オゾン層破壊

(3)消費生活用品
製造物責任法

(4)健康・医療
医療行為について、わかりやすく正確に説明(インフォー
ムドコンセント)

(5)災害
予測行動の啓蒙、避難警報、災害発生後のデマ
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リスクコミュニケーションにおいて専門
家が気をつけるべきこと

 専門家は、事象が発生するメカニズムをよく知っ
ているので、その専門分野においては、技術的
に正確なリスク評価をする。これは、一般市民の
認識と異なる場合も多い。

 市民は被害の大きさ(ハザード)に基づき判断す
る傾向があるが、専門家は事象の発生確率も加
味したリスクで判断する。



原子力安全の目的と
原子力安全基本原則
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原子力安全の目的

 「人と環境を原子力の施設と活動に起因する放射線の有
害な影響から防護すること」

 環境の定義は個人・社会の価値観に依存。時代･社会の発展と
ともに変遷。
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原子力安全の目的から基本原則への
展開

 原子力安全の基本原則

 ３つのカテゴリーに原則を展開

 カテゴリー１：責任とマネジメント（原子力安全を実現する基
盤）

 カテゴリー２：人及び環境の防護（正当性、リスク抑制と継続
的取り組み）

 カテゴリー３：放射線リスク源の閉じ込め（深層防護に基づく
安全確保）

29【3】出典：原子力安全の基本的考え方について 第I編 原子力安全の目的と基本原則, 日本原子力学会



カテゴリー1：責任とマネジメント

 原子力安全を実現する基盤（役割、責任、文化）

・放射線リスクに関わる人と組織の安全に対する責務と許認可取得者の役割り

⇒ 原則１ 安全に対する責務
・安全規制の枠組み：政府の役割は安全のための法律・行政上の枠組み

⇒ 原則２ 政府の役割
・安全の規制・監視：規制機関は放射線リスクから人の健康と環境を保護する

⇒ 原則３ 規制機関の役割
・安全確保の実践：リーダーシップ（責任と判断）とマネジメント（実践と責務）

⇒ 原則４ 安全に対するリーダーシップとマネジメント
・安全確保の根幹：原則が継続的に遵守されるための基盤となる安全文化

⇒ 原則５ 安全文化の醸成

30【3】出典：原子力安全の基本的考え方について 第I編 原子力安全の目的と基本原則, pp. 7-13, 日本原子力学会



カテゴリー2：人及び環境の防護

 正当性、リスク抑制とその継続的取り組み

・原子力利用に正当性があること

⇒原則６ 原子力の施設と活動の正当性の説明
・リスクの制限と抑制がなされていること

⇒原則７ 人および環境へのリスク抑制とその継続的取り組み

31【3】出典：原子力安全の基本的考え方について 第I編 原子力安全の目的と基本原則, p. 14, 日本原子力学会



 深層防護に基づく安全確保

・事故の防止と影響の抑制がなされていること

⇒原則８ 事故の発生防止と影響緩和
・緊急時の準備と対応ができていること

⇒原則９ 緊急時の準備と対応
・管理下にない放射線リスクの防護措置

⇒原則１０ 現存する放射線リスク又は規制されていない放

射線リスクの低減のための防護措置
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カテゴリー3：放射線リスク源の閉じ込め

【3】出典：原子力安全の基本的考え方について 第I編 原子力安全の目的と基本原則, pp. 17-19, 日本原子力学会



環境を守る、という考え方

 原子力安全の目的は、人と環境を放射線の有害な影響から防護す
ること。

 では、環境を放射線の有害な影響から防護するとはどういうことか?
 最も狭義に考えると、原子力施設から放出された放射性物質が土壌

，空気，水，食物などを経由することにより生じる人への間接の被曝
を防ぐこと

 福島第一事故では、土地汚染による生活空間の制限といった社会
的影響や土地・建物の喪失というような経済的喪失のような「社会的
リスク」が顕在化したが、これを防ぐという考え方もある。これは、環
境を「人の生活空間」とする考え方

 最も広義にとらえると「人」への影響の有無に係らず，「環境」そのも
のが放射線による悪影響を受けるべきではないということ

33



環境を守る、という考え方

 ICRP勧告では、環境を守ることについて、以下のように示している。

 ICRP1990年勧告では「人が防護されていれば人以外の生物も防護され
る」という考え方であり，「環境生物は，環境中の放射性物質が人へ至
る経路である（経路でしかない）」という受け止め方

 環境の防護に関心が集まるようになり，2007年勧告では，環境の防護
の目的として「(1)生物種の多様性を維持し，(2)生物種を保存し，(3)生
態系（ecosystem）の健全性を保護すること」が掲げられている

 （個々の個体とは別に）何らかの種の集団が害となる影響を受けるほどの放
射線被ばくから生態系を防護することとなっている。つまり，「環境」とは，「生
物種同士のかかわりあいを含め，それを取り囲む生物以外の要素も包含す
る生態系（ecosystem）」のことであるという捉え方

 放射線被ばくが「人」の健康に及ぼす影響は，不確実性はあると
しても比較的良く理解されているのに対し，「環境」への放射線の
影響は十分に調査されているとは言えない。
 化学物質では、標準動植物を導入し、これらに対する影響を評価する手法

があるが、同様の考え方が検討されつつある

34



核セキュリティと安全
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原子力安全と核セキュリティの関係

 福島第一原子力発電所事故は，原子力施設へのテロ行為により同
様の深刻な影響を社会に与える事態を引き起こすことができる可能
性を明らかにしている。

 原子力安全と核セキュリティの共通要素

 原子力安全と核セキュリティには多くの共通要素があり，両者とも人，社
会及び環境の防護を究極の目標として原子力施設を防護する。その各
々の基本的な目的は人，社会及び環境の防護であり同じもの

 安全とセキュリティのいずれもが，基本的に深層防護の方針に沿ってお
り，幾つものレベルもの防護を取り入れている

 例えば，偶発的な故障により墜落する航空機が原子力施設にぶつかっ
た場合と，核テロとして原子力施設に衝突する航空機を考えた場合，「
航空機が原子力施設に衝突する」と言う現象は同じ

 航空機衝突により発生する原子力事故の発生の防止，事故の影響の
緩和は，事故だけでなく核テロに対しても有効に機能する可能性がある

36



原子力安全と核セキュリティの関係

 原子力安全と核セキュリティの相反的要素

 原子力施設への攻撃や核物質の盗取又は破壊行為，放射性物
質の意図的な環境への拡散など，核セキュリティや核物質防護
に係る事象は，故意に行われる‘知的な’又は‘計画的な’行為
に基づくもの

 意図を持って故意に行われる悪意のある行為（核テロ）によるリ
スクに対応した核セキュリティの対策には，自然現象や施設・設
備の故障，その他の内部的な事象又は障害，又は人的過誤に
よって引き起こされる意図しない事象から生じるリスクに対応し
た原子力安全の対策とは，全く異なるアプローチが必要

 アクセス制限と迅速な事故対応

 定期検査の際にセキュリティ目的の機器に電源供給ができない

 機密情報管理と公開性・品質保証活動の両立

37



原子力安全とセキュリティの関係

 原子力安全対策とセキュリティ対策には相反的又は相補
的である場合がある

 安全のための対策と核セキュリティのための対策は，セ
キュリティの対策が安全を損なわないように，また，安全
のための対策がセキュリティを損なわないような統合的
な対策として計画，実施しなければならない。

 安全とセキュリティの間のインターフェースを改善・強化
することによって公衆，財産，社会及び環境の防護を最
大化することを目標（goal）としなければならない。

 安全対策とセキュリティ対策のそれぞれを所掌する組織
がお互いに情報共有や意見交換を怠らず，この2つの分
野が相乗効果を産み出すようにする必要がある

38



安全目標と性能目標
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原子力発電の安全(危険)性
 原子力発電が「安全」といえるための条件

 社会情勢や社会の価値観を反映した「許容できるリス
クのレベル」より発電所のリスクが低いこと

 発電所をより安全にするための努力が継続されてい
ること(安全文化が醸成されていること)

 では、どこまで安全なら安全か

 これは、” How safe is safe enough?”問題として古く
から知られている。



原子力安全委員会による安全目標(案)

 安全目標は、原子力安全規制活動の下で事業者が達成すべき、事
故による危険性（リスク）の抑制水準を示す定性的目標と、その具体
的水準を示す定量的目標で構成する

 発電用原子炉施設について線量目標値が定められている平常運転
時のリスクは対象としない。

 このように安全目標を健康被害の発生確率の抑制水準として定める
のは、実際にそうした健康被害が生じることを容認するものではなく

 安全目標をこのように定めることによって様々な原子力利用活動に
係るリスク管理者にそれぞれの分野で健康被害の可能性を抑制す
るために行うべき活動の深さや広さを共通の指標で示すことができ
るから

41【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会
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原子力安全委員会による
原子力発電所の安全目標(案)
 定性的安全目標案

 原子力利用活動に伴って放射線の放射や放射性物
質の放散により公衆の健康被害が発生する可能性は
公衆の日常生活に伴う健康リスクを有意には増加さ
せない水準に抑制されるべきである。

 定量的安全目標案
 原子力施設の事故に起因する放射線被ばくによる、
施設の敷地境界付近の公衆の個人の平均急性死亡
リスクは、年あたり百万分の１程度を超えないように
抑制されるべきである。

 原子力施設の事故に起因する放射線被ばくによって
生じ得るがんによる、施設からある範囲の距離にある
公衆の個人の平均死亡リスクは、年あたり百万分の１
程度を超えないように抑制されるべきである。

【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会
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他国における原子力発電所の
安全目標

 米国：急性死亡リスク及びがん死亡リスクが国民が一般
にさらされているそれぞれのリスクの0.1%を超えてはな
らない。
 この値を超えるリスクの付加が直ちに重大なリスクの付加を意味

するわけではなく、施設が近傍にあるからといって人々が特別な
懸念を抱かずにすむほどに低い水準である

 英国：公衆の個人に対する広く受容されるリスクレベルと
して、年あたり100 万分の１未満
 人間の寿命が100 歳程度とした場合の寿命期間中の年間死亡

リスクを100 分の１とすると、100 万分の１というリスクは、寿命
期間中の年間死亡リスクと比較して非常に小さいとされている。

【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会



英国における安全目標

44【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会
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日本におけるリスクの状況

10万人あたりの
年間死亡者数

(2001年)
770         
710        
240
120
100     
31

9.8
5.1
4.6
6.5     

23        

0.6      

【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会



安全目標と身近なリスク源

46【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会



性能目標で用いられる指標

 炉心損傷確率、Core Damage Frequency, CDF, 
[1/y]

 格納容器損傷確率、Containment Failure 
Frequency, CFF, [1/y]

 大規模放出確率, Large Release Frequency, 
LRF, [1/y]

 早期大規模放出確率, Large Early Release 
Frequency, LERF, [1/y]

 放射性物質放出量, [Bq]
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原子力規制委員会による性能目標

48【5】出典：発電用軽水型原子炉施設におけるシビアアクシデント対策規制の基本的考え方について（報告書案）, 平成24年8月, 原子力安全・保安院



原子力規制委員会による性能目標

49【4】出典：安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会



合理的に達成できる限り
(ALARA)とは

50



ALARA, ALARP, SAHARA
 ALARA

 As Low As Reasonably Achievable
 日本語に訳すと、「合理的に」達成可能な限り低く

 もともとは放射線防護で用いられていた用語

 ALARP
 As Low As Reasonably Practicable
 合理的に実行可能な限り低く

 英国HSE（Health and Safety Executive）により示された概念

 英国外ではあまり用いられておらず、米国では、ALARAと同義の言葉と
して用いられている

 SAHARA
 As High As Reasonably Achievable
 合理的に達成可能な限り高い安全性

 Finlandの規制当局であるSTUKのコンセプト

51



ALARA, ALARPの論点

 Reasonablyは「合理的に」か？

 何を持って”reasonable”と判断するのか？ かかる費用
とそれによって得られる便益が釣り合うところが
”reasonable”か？

 以下のケースはALARAの考えで説明できるか

 女川原子力発電所の敷地高さは社内の「サムライ」の強い主張
により15mに設定され、津波の被害を最小限に抑えることができ
た

 福島第一原子力発電所の敷地高さ(10m)は、標準的な津波予
測手法に基づく津波高さ(約6m)より高かったため、敷地高さを超
えるような津波に対しての防護策は採られなかった

52



ALARA, ALARPの論点

 Reasonableの意味
 If you think that someone is fair and sensible you can say 

that they are reasonable. (Collins 英語辞書)
 論理的で説明性があり、多くの人が納得すること

 日本語の「合理的」と異なるニュアンス

 合理化→コスト削減

 つまり、「合理的に達成できる限り」を字面だけで考えると誤る。

 ALARP(ALARA)の状態を見つけ出す簡単な方程式はな
い

 ALARAは技術や社会の変化に応じて変わっていくもの。

 従って、常にALARAの状態であるかどうかを社会との対
話をしつつ確認する必要がある→最高水準の原子力安
全の達成

53

www.hse.gov.uk/risk/theory/alarp.htm



深層防護とその考え方
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深層防護：自動車

 異常発生の防止
 Ex.シフトレバーを“P”にしないとエンジンがかからない

 異常の緩和、事故への進展防止
 Ex.ブレーキアシスト(急ブレーキを踏んだとき、自動的
にブレーキ力を高める)

 アンチスキッドブレーキ

 人的被害の防止
 シートベルト

 エアバッグ

 人的被害の緩和
 救急医療搬送



深層防護：サイバーセキュリティ分野

56

複数の防護

一つの防護
に頼らない

多様な防護

【6】出典：OTN Architect Day Security Breakout Session Dave Chappelle 14 December 2011
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出典：TSA’s Risk Based Security Initiatives, TSA, https://slidetodoc.com/tsas-riskbased-security-initiatives-layered-security-approach-tsa/



原子力分野

 第1層：異常状態の防止
 安全文化、保守的設計、建設・運転・保守の高い品質

 第2層：異常運転の検知と制御、異常状態の緩和
 計装系、制御系、安全保護系

 第3層：設計基準事故の緩和、過酷事故の防止
 工学的安全施設、主として常設機器による自動対応

 第4層：過酷事故の緩和
 過酷事故対応機器(恒設および可搬)、過酷事故マネージメント

 第5層：周辺における放射線影響緩和
 敷地外緊急時対応
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現行規制基準

59【5】出典：発電用軽水型原子炉施設におけるシビアアクシデント対策規制の基本的考え方について（報告書案）, 平成24年8月, 原子力安全・保安院



基本に立ち返って：なぜ深層防護?

 不確かさが全くない世界では、深層防護は不要

 例えば、事故の原因、発生頻度、事故進展などが全
て判明していたら、深層防護は不要。

 深層防護は不確かさへの備え

 そのためには、どのような特性が必要とされるか?
 単一の防護策では、「銀の弾丸*)」にならない

 万能の(完璧な)単一の防護策(防止策または緩和策)
はなく、必ず弱点がある(と考える)

 従って、多種の防護策を複数組み合わせることで、全
体としての信頼性をできるだけ向上させる

60

*)銀の弾丸:銀の弾丸（ぎんのだんがん、英語: silver bullet）とは銀で作られた弾丸で、西洋の信仰において狼男や悪魔などを撃
退できるとされ、装飾を施された護身用拳銃と共に製作される。現代においては文字どおりの弾丸を意味するものではなく、狼男や
悪魔を1発で撃退できるという意味から転じた比喩表現として用いられる場合が多い。例えば、ある事象に対する対処の決め手や
特効薬、あるいはスポーツで相手チームのエース選手を封じ込める選手などを表現する場合に用いられる。(出典：Wikipedia)



深層防護の概念

 深層防護とは、不確かさへの備えとして、多種の
防護策を組み合わせることで、全体として防護の
信頼性をできるだけ向上させる概念である。

 全工学分野の安全設計で重要な概念

61



想定外とその対応
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想定外の分類：予想外と重要性の理解

重要性の認識

予測外

予測可能

重要性の
理解あり

重要性の
理解不足

大阪大学 山口彰教授の講演資料より

設計で対応ありえない

おこらない
ありえないし
おこらない

確率論的リスク評価と経験

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

(
安
全
余
裕
の
確
認)

発
生
頻
度
の
知
識
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想定外事象に対する対応は可能か?

 想定外事象の範囲を狭める努力を継続的に実
施

 それでも、想定外事象は必ず残ることの認識が
重要

 「想定外」なのは、事故の原因

 事故の結末は想定可能

 従って、想定外事象の影響を小さくするための対
策は可能
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米国の対策例(テロ対策)

【5】出典：発電用軽水型原子炉施設におけるシビアアクシデント対策規制の基本的考え方について（報告書案）, 平成24年8月, 原子力安全・保安院
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内容 福島第一事故 米国テロ対策

電源喪失 交流・直流電源の同時喪
失は想定外

交流・直流の同時喪失、中央
制御室の機能喪失などを想定

原子炉の減圧 減圧に必要な逃し安全弁
を開くのに時間を要す

持ち運びできる直流電源で逃
し安全弁の開閉をする準備を
義務づけ

原子炉の冷却 1号機のICの動作状況が
当初的確に把握できな
かった可能性

交流・直流電源がない状態で
ICやRCICを手動運転する方法
のマニュアル化

格納容器ベント ベント弁を開けるのに時
間を要した

ベント弁を手動で開けるため
の準備を義務づけ

福島第一事故との対比
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No. ライセンス 出典情報

【1】 内閣府原子力委員会ホームページ, http://www.aec.go.jp/jicst/NC/tyoki/bunka1/houkoku1/20-24.pdf

【2】 ‡ いらすとや

【3】 ‡ 原子力安全の基本的考え方について 第I編 原子力安全の目的と基本原則, 標準委員会 技術レポート（2013年6月）, 
日本原子力学会

【4】 安全目標に関する調査審議状況の中間とりまとめ（平成15年12月）, 原子力安全委員会, 安全目標専門部会, 
https://www.nra.go.jp/data/000198792.pdf

【5】 ‡
発電用軽水型原子炉施設におけるシビアアクシデント対策規制の基本的考え方について（報告書案）, 
平成24年8月, 原子力安全・保安院, 
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3537352/www.nsr.go.jp/archive/nisa/shingikai/800/34/007/7-1.pdf

【6】 ‡
OTN Architect Day Security Breakout Session Dave Chappelle 14 December 2011, 
https://www.slideshare.net/OTNArchbeat/rationalization-and-defense-in-depth-two-steps-closer-to-the-
clouds?related=2

出典一覧



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


